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平
成
の
珍
獣
竹
‥

－
実
は
ヌ
ー
ト
リ
ア
ー

▲加藤さんと捕獲されたヌートリア

こ
の
ネ
ズ
ミ
そ
っ
く
り
の
動
物
（
体
長
約

50
㌢
）
は
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
と
い
う
、
南
米
産

の
動
物
で
す
。

捕
ま
え
た
の
は
、
加
藤
和
知
㌔
（
柿
原
）
。

根
雨
原
に
あ
る
義
兄
の
野
菜
畑
を
荒
ら
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
1
月
1
7
日
、
格
闘
の
末
捕
獲
。

狩
猟
歴
三
十
年
の
加
藤
㌔
で
も
ヌ
ー
ト
リ

ア
は
初
め
て
。

格
闘
の
様
子
を
聞
く
と
、
「
こ
い
つ
は
水
の

中
で
は
す
ば
し
こ
い
け
ど
、
陸
で
は
わ
U
と

お
と
な
し
く
、
そ
う
苦
労
し
ま
せ
ん
で
し
た

よ
。
」
と
多
少
謙
遜
ぎ
み
。
2
月
1
5
日
に
は
、

二
頭
目
を
捕
ま
え
た
そ
う
で
す
。

新
聞
で
飼
い
主
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ

問
い
合
せ
が
あ
り
、
二
頭
と
も
境
港
の
同
じ

方
に
引
き
と
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
オ
ス
と
メ

ス
の
二
頭
と
わ
か
り
、
二
世
誕
生
の
期
待
も

あ
る
と
か
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



報　－平成元年2月28日発行一一（2）

町
長
の
行
政
報
告

（
第
一
回
町
議
会
臨
時
会
か
ら
）

者
に
対
し
て
表
彰
及
び
伝
達
を
行

町府江第222号

○
総
　
　
務

1
月
5
日
、
住
民
情
報
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

昭
和
5
2
年
よ
り
町
税
の
賦
課
、

収
納
事
務
、
昭
和
5
7
年
よ
り
住
民

情
報
、
昭
和
6
1
年
よ
り
起
債
管
理

事
務
を
鳥
取
県
情
報
セ
ン
タ
ー
委

託
に
よ
り
電
算
化
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
端
末
機
3
台

を
役
場
に
設
置
し
、
情
報
セ
ン
タ

ー
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
専

用
回
線
で
結
び
、
町
民
の
住
民
票

発
行
等
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
を
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

本
年
四
月
に
は
、
賦
課
、
収
納

事
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

1
月
6
日
、
上
の
段
広
場
に
お

い
て
消
防
出
初
式
を
行
な
い
、
消

防
団
員
4
5
名
が
参
加
、
多
数
の
来

賓
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に

挙
行
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
と
お
り
消
防
功
労

を
い
ま
し
た
。

江
府
町
長
表
彰

○
功
績
章

第
一
分
団
（
団
員
）

ク
　
（
団
員
）

第
二
分
団
（
団
員
）

〃
　
（
団
員
）

ク
　
（
団
員
）

○
勤
続
章

第
一
分
団
（
団
員
）

○
精
勤
章

第
一
分
団
（
団
員
）

ケ
　
（
団
員
）

ク
　
（
団
員
）

〃
　
（
団
員
）

第
二
分
団
（
姓
長
）

ク
　
（
団
員
）

〃
　
（
団
員
）

ー
敬
称
略
－

藤　　森山岡関上
森　　田川田内原

茂　　哲浩雄隆二
治　　也市成文郎

平成元年

第1回町議会臨時会
1月23日の町議会臨時会において、町長連

出の三議案、および住田議員から提出の昭和

天皇逝去に伴なう発議案について審議がなさ

れ、いずれも原案どおり可決されました。議

決事項は次のとおりです。

○専決処分した事項の承認ついて（江府町税

条例の一部を改正する条例）

○江府呵米沢財産区基金の設置及び管理並び

に処分に関する条例の制定について

○町道路線の認定について

○哀悼決議について

一
月

壬土
日ノじヽ

上
原
　
二
郎

関
内
　
隆
文

藤
田
　
幸
一

小
谷
幸
之
介

手
島
　
憤
一

本
高
　
書
久

矢
下
　
慎
二

第
一
分
団
（
班
長
）
　
安
藤
　
　
寛

第
二
分
団
へ
蛙
長
）
　
宮
本
　
正
啓

○
勤
続
章

第
二
分
団
（
班
長
）
　
大
田
　
敏
朗

ク
　
（
姓
長
）
　
西
田
　
　
哲

鳥
取
県
知
事
表
彰
（
伝
達
）

○
功
績
章

第
一
分
団
（
分
団
長
）
山
根
　
博
司

鳥
取
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

○
勤
続
章

第
二
分
団
（
分
団
長
）
千
藤
　
　
正

西
部
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

○
功
績
章

○
企
画
開
発

1
月
9
日
、
江
尾
駅
手
洗
所
建

設
工
事
の
入
札
を
行
を
い
、
木
山

建
築
工
務
店
が
七
二
九
万
円
で
落

札
。
広
さ
3
2
・
5
平
方
㍍
で
木
造

丸
太
造
（
ロ
グ
）
　
の
水
洗
式
手
洗

所
で
、
完
成
は
三
月
末
の
予
定
で

す
。

1
月
1
9
日
、
江
府
町
住
宅
団
地

現
地
調
査
会
の
第
4
回
会
合
を
行

な
い
、
武
庫
田
平
団
地
計
画
に
つ

い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

○
民
生1

月
1
5
日
、
土
井
之
内
会
館
に

於
い
て
高
齢
者
顕
彰
式
を
行
を
い
、

本
年
九
十
二
才
に
在
ら
れ
た
新
高

4
日
・
邪

5
R
H
・
不

6
日
金

7
日
山

9
R
H
日
＝

1
0
日
㈹

御
用
始
め
、
町
内
弔
問

住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン

業
務
開
始
式
（
役
場
）

消
防
出
初
式
へ
上
の
段

広
場
）

在
勤

入
札
（
企
画
開
発
課
）

在
勤

1
1
日
㈱
　
西
部
町
村
会
（
米
子
市
）

定
例
監
査

1
2
日
㈱
　
在
勤

1
3
日
励
　
農
業
委
員
会
、
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
立
岸

本
中
間
処
理
場
竣
工
式

（
岸
本
町
）

1
4
日
出
　
大
山
農
地
開
発
局
長
来

庁
　
土
曜
会

1
5
日
㈲
　
成
人
式
並
び
に
高
齢
者

顕
彰
式
（
土
井
之
内
会

館
）

1
6
日
㈱
　
江
尾
区
自
衛
消
防
隊
出

初
式
、
新
春
マ
ラ
ソ
ン
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齢
者
7
名
を
は
じ
め
、
人
間
町
宝

2
名
、
名
誉
賞
1
1
名
の
計
20
名
を

顕
彰
い
た
し
ま
し
た
。
ご
本
人
様

に
は
表
彰
状
と
記
念
品
で
長
寿
を

祝
い
、
ご
家
族
に
は
日
ご
ろ
の
苦

労
に
対
し
て
感
状
を
送
り
、
介
護

年
手
当
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

本
年
は
2
0
名
中
、
小
椋
あ
さ
の

さ
ん
（
下
蚊
屋
）
、
川
上
り
つ
㌔
（
美

用
）
、
手
島
清
子
さ
ん
（
新
町
2
丁

目
）
の
3
名
に
元
気
で
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

報
　
○
教
　
育

町

江
尾
小
学
校
柿
原
季
節
間
分
校

を
開
設
し
ま
し
た
。
期
間
は
1
月

府
　
l
日
か
ら
3
月
末
日
ま
で
の
3
ケ

月
間
で
す
。

江

1
月
1
5
日
、
土
井
之
内
会
館
に

お
い
て
平
成
元
年
度
江
府
町
成
人

式
を
挙
行
、
新
成
人
3
6
名
が
出
席

（
該
当
者
4
5
名
中
）
、
多
数
の
来
賓

を
迎
え
て
、
晴
れ
の
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

1
月
1

6
日
、
第
1
2
回
新
春
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
開
催
、
寒
風
の
な
か

約
13
0
名
が
参
加
、
健
康
づ
く
り
と

ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し
た
。

⑳

⑳

わ
だ
い

・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
∵
‥
・
‥
・
‥
・
‥
÷
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
を
か
こ
ん

↓
　
で
語
ら
い
の
輪

1
7
日
㈹

18
日
㈱

奥
大
山
へ
よ
う
こ
そ

西
ノ
島
町
か
ら
児
童
六
十
二
名

－
－
－
交
歓
ス
キ
ー
教
室
　
－

二
月
七
日
か
ら
三
日
間
、
奥
大

山
ス
キ
ー
場
に
今
年
も
西
ノ
島
町

の
児
童
を
迎
え
て
、
楽
し
い
　
「
交

歓
ス
キ
ー
教
室
」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。こ

れ
は
、
姉
妹
縁
組
を
結
ん
で

▲スキーをはいて基本練習

い
る
西
ノ
島
町
と
本
町
の
児
童
の

交
流
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
を
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十
回

目
に
あ
た
り
ま
す
。

夏
は
西
ノ
島
で
臨
海
学
習
、
冬

は
奥
大
山
で
ス
キ
ー
教
室
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
も
つ
地
域
特
性
を

生
か
し
て
交
歓
学
習
が
行
な
わ
れ

て
お
り
、
今
回
の
ス
キ
ー
教
室
は
、

言
わ
ば
、
昨
年
夏
の
臨
海
学
習
の

お
礼
返
し
。

西
ノ
島
町
か
ら
は
、
浦
郷
、
美

田
、
黒
木
の
三
小
学
校
の
六
年
生

六
十
二
人
が
、
本
町
か
ら
は
町
内

四
小
学
校
の
五
年
生
四
十
六
人
が

参
加
。
こ
ん
ど
は
、
「
山
の
子
」

が
　
「
海
の
子
」
に
ス
キ
ー
を
教
え

る
番
で
す
。
昨
年
夏
に
つ
づ
い
て

二
度
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ス

キ
ー
を
通
し
て
よ
り
一
層
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

西
ノ
島
の
子
ど
も
た
ち
は
ス
キ

ー
は
初
め
て
と
あ
り
、
ス
キ
ー
の

2
1
日
用

2
3
日
㈲

2
4
日
㈹

2
5
日
㈹

2
6
日
㈱

は
き
方
か
ら
基
本
を
練
習
。
本
町

児
童
の
親
切
な
指
導
も
あ
っ
て
、

や
が
て
初
滑
り
。
初
滑
り
の
興
奮

と
感
激
で
賑
や
か
な
歓
声
が
い
つ

ま
で
も
白
銀
の
奥
大
山
に
こ
だ
ま

し
て
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
の
あ
と
は
、
楽
し
み
を

夕
食
会
。
甘
酒
茶
屋
自
慢
の
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
語
ら
い
の
交
流
の
場
と
在

り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま

し
た
。

2
7
日
働

2
8
日
は

2
9
日
㈱

大
会
、
荒
田
老
人
会

米
沢
財
産
区
会

西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
正
副
管
理
者
会
（
米

子
市
）
、
本
町
五
丁
目

部
落
陳
情
、
日
ノ
詰
部

落
陳
情

住
宅
同
地
調
査
会
、
県

町
村
会
来
庁

町
P
T
A
協
議
会
陳
情
、

た
ば
こ
耕
作
組
合
支
部

役
員
来
庁

在
勤

町
議
会
臨
時
全

町
農
協
役
職
員
会
議

町
長
・
議
長
新
年
行
政

懇
話
会
（
米
子
市
）
、

中
学
校
P
T
A
会
長
・

校
長
来
庁

西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
議
会
臨
時
会
（
米
子

市
）
、
小
江
尾
座
談
会

在
勤

坂
野
自
治
大
臣
就
任
懇

話
会
（
米
子
市
）
、
町
内

弔
問

町
婦
人
大
会
（
土
井
之

内
会
館
）
、
洲
河
崎
山
村

広
場
竣
工
式

日
赤
事
業
推
進
功
労
者

表
彰
へ
鳥
取
市
）

小
林
凶
司
氏
顕
彰
碑
建

立
発
起
人
会
（
名
和
町
）

Soumu
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平成元年2日28日発行－（4）江　　府　　町　　報

「人問尊重と温かい心」を基調に

▲元気にご出席の小椋さん、川上さん、手島さん（写真左より）

人
間
町
宝
、
白
寿
賞
の
記
念

と
し
て
野
田
と
み
よ
さ
ん
に

贈
ら
れ
た
銀
盃

第222号

平
成
元
年

一
目
十
左
目
の
成
人
の
日
、
土

井
之
内
会
館
に
お
い
て
恒
例
の
高

齢
者
顕
彰
式
が
成
人
式
と
併
せ
て

と
り
行
を
わ
れ
、
新
成
人
三
十
六

名
と
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
、
二

十
名
の
方
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
数
え
年
九
十
二
歳
以

上
の
方
の
長
寿
を
祝
っ
て
顕
彰
さ

れ
る
も
の
で
す
が
、
人
生
の
最
高

の
幸
せ
で
あ
る
長
寿
と
健
康
を
た

た
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
長
寿

⑳

こ
そ
日
ご
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
族

が
お
尺
、
し
に
を
る
孝
養
の
賜
で
あ

る
こ
と
へ
の
敬
意
を
表
し
て
行
を

わ
れ
る
も
の
で
す
。
本
年
は
、
人

間
町
宝
と
し
て
長
岡
か
め
よ
㌔
（
富

市
）
が
一
〇
一
歳
で
名
誉
貴
を
、

野
田
と
み
よ
㌔
（
人
河
原
）
が
九

十
九
歳
で
〓
寿
賞
を
受
賞
さ
れ
、

ま
た
新
た
に
七
名
の
方
が
高
齢
者

顕
彰
を
受
け
ら
れ
、
井
上
町
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
と
記
念
品

れることを祈ります。益々ご健康で長寿を圭ねら

人
問
町
宝
・
名
誉
賞
受
賞
者

⊥
′
　
宮
市
長
岡
か
め
よ
さ
ん
言
∴
準

明
治
二
十
二
年
閏
月
八
日
生

（
長
岡
康
弘
さ
ん
　
祖
母
）

日
野
郡
江
尾
村
久
連
関
内
作
次
郎
・
つ
る
さ
ん
の
二
女
と
し
て
生
れ
、

十
七
歳
で
長
岡
孫
市
さ
ん
へ
人
正
上
二
年
こ
逝
去
）
に
嫁
が
れ
る
。

昨
年
、
足
が
弱
く
掌
り
れ
て
か
ら
、
寝
た
き
り
に
怒
ら
れ
た
と
の
こ

と
。
小
食
に
掌
ら
れ
た
が
、
好
き
嫌
い
は
を
く
、
果
物
は
人
好
き
。

楽
し
み
は
、
天
気
の
良
い
臼
の
朝
風
呂
、
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
の
訪

問
と
か
。

W
r
藍
▲
射
′
l
M
タ
．
y

人
問
町
宝
・
白
寿
賞
受
賞
者

大
河
原
　
野
田
　
と
み
よ
が
（
九
卜
九
歳
）

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
生

へ
野
田
正
博
さ
ん
　
母
）

同
じ
大
河
原
の
亀
田
清
次
郎
・
げ
ん
さ
ん
の
長
女
に
生
れ
、
二
十
一

歳
で
野
田
寛
人
さ
ん
（
昭
和
五
十
二
年
ご
逝
去
）
に
嫁
が
れ
る
。

往
年
の
働
き
ぶ
り
か
ら
か
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
。
天
気

の
良
い
日
に
は
、
畦
草
を
刈
っ
た
り
、
豆
を
む
し
っ
た
り
、
庭
の
草
取

り
を
ど
似
合
っ
た
仕
事
を
気
ま
ま
に
。

と
き
に
は
、
部
落
内
の
実
家
や
近
所
を
訪
ね
て
世
間
話
し
を
聞
く
の

も
楽
し
み
と
か
。
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が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
名
誉
賞
受
賞
者

を
含
め
、
全
員
の
家
族
に
感
状
と

高
齢
者
介
護
年
手
当
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
高
齢
者
顕
彰
式
は
、
希
望

新
た
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
新

成
人
の
皆
さ
ん
に
、
激
動
の
近
代

百
年
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
き
、

社
会
に
家
庭
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

人
生
の
大
先
輩
に
あ
や
か
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
そ
し
て
高
齢
者
の

方
々
に
、
こ
の
新
成
人
の
若
さ
あ

ふ
れ
る
精
気
に
ふ
れ
、
益
々
お
元

気
に
お
過
し
い
た
だ
く
た
め
、
昭

和
三
十
八
年
以
来
成
人
式
の
式
典

⑳

に
併
せ
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
小
椋
あ
さ
の
さ
ん
（
下

蚊
屋
）
、
川
上
り
つ
さ
ん
（
美
用
）
、

手
島
晴
子
さ
ん
（
新
町
二
丁
目
）
の

三
名
が
元
気
に
出
席
さ
れ
、
他
の

代
理
出
席
の
各
家
族
と
と
も
に
新

成
人
お
よ
び
来
賓
よ
り
祝
福
を
う

け
ま
し
た
。

長
寿
番
付
登
載
者

創
刊
当
時
の
倍

「
江
府
町
長
寿
番
付
」
が
顕
彰

式
に
あ
わ
せ
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
高
齢
者
（
八
十
歳
以
上
）
　
の

ご
様
子
を
広
く
紹
介
し
て
い
る
こ

の
番
付
も
今
年
で
二
十
六
回
目
を

む
か
え
、
登
載
者
も
年
々
そ
の
人

員
を
増
し
、
二
百
八
十
名
と
創
刊

当
時
の
二
倍
を
こ
え
る
人
員
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特
に
下
蚊
屋
の
小
椋
和
加
恵
さ
ん

と
小
椋
清
㍉
は
親
子
で
登
載
さ
れ

て
い
る
の
を
は
じ
め
、
夫
婦
で
登

載
さ
れ
て
い
る
方
も
三
十
組
と
な

っ
て
い
ま
す
。

※
参
考

昨
年
登
載
者
　
　
二
百
七
十
三
名

ク
　
親
子
登
載
　
　
　
　
二
組

〃
　
夫
婦
登
載

江　　府

益々ご健康で長寿を重ねられることを祈ります。

⑳本
年

高
齢
者
顕
彰
受
賞
者

御
　
机
川
上
ち
と
せ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
一
年
三
月
十
七
日
生

（
川
上
八
千
穂
さ
ん
　
母
）

小
椋
あ
さ
の
㌔
（
九
十
二
歳
）

柿

明
治
三
十
一
年
六
月
六
日
生

（
小
椋
　
　
博
さ
ん
　
母
）

原
奥
田
を
た
ね
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
五
日
生

（
奥
田
　
　
薫
さ
ん
　
母
）

用
川
上
　
り
つ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
一
年
七
月
五
日
生

（
川
上
　
房
雄
さ
ん
　
母
）

下
蚊
屋

筒
井
理
三
郎
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
一
宇
目
十
九
日
生

貝　　　　柿

（
筒
井
　
厚
之
さ
ん
義
阻
父
）

原
清
水
ひ
さ
よ
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
日
生

（
清
水
守
衛
さ
ん
　
義
祖
母
）

田
車
　
隆
代
㌔
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
六
日
生

（
車
　
　
仁
志
さ
ん
　
母
）

高
齢
者
名
誉
賞
受
賞
者

（
前
年
ま
で
の
顕
彰
受
賞
者
）

宮
の
前
土
井
垣
秋
子
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
生

（
土
井
垣
一
郎
さ
ん
　
母
）

下
安
井
三
輪
　
永
治
㌔
（
九
十
六
歳
）

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日
生

（
三
輪
　
　
操
さ
ん
　
父
）

吉
　
原
新
見
　
ま
つ
㌔
（
九
十
五
歳
）

明
治
二
十
八
年
二
月
九
日
生

（
新
見
　
昭
三
さ
ん
　
母
）

下
蚊
屋
小
椋
和
加
恵
㌔
（
九
十
五
歳
）

明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
生

（
小
椋
　
　
晴
さ
ん
　
養
母
）

宮
市
原
松
本
発
作
㌔
（
九
十
五
歳
）

明
治
二
十
八
月
十
月
九
日
生

（
松
本
　
黄
さ
ん
　
父
）

久
　
連
水
下
す
み
よ
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
二
十
九
年
二
月
十
日
生

（
水
下
　
　
博
さ
ん
　
母
）

本
町
宇
目
住
田
ひ
さ
よ
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
二
十
九
年
五
月
十
六
日
生

（
住
田
美
智
恵
さ
ん
　
母
）

池
の
内
加
藤
為
か
よ
㌔
（
九
十
四
歳
）

明
治
二
十
九
年
十
一
月
一
日
生

（
加
藤
　
公
三
さ
ん
　
母
）

新
町
二
言
手
島
　
清
子
㌔
（
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
年
五
月
二
十
日
生

（
手
島
　
重
敬
さ
ん
　
母
）

美
　
用
川
上
か
め
よ
㌔
完
十
三
歳
）

明
治
三
十
年
八
月
二
十
一
日
生

（
川
上
　
　
消
さ
ん
　
母
）

宮
市
長
岡
も
と
よ
㌔
完
十
三
歳
）

明
治
三
十
年
十
二
月
十
六
日
生

へ
長
岡
　
　
誠
さ
ん
祖
母
）

争
＼
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昭
和
6
3
年
度

「

†

∴

…

i

ト

妻

妾

毒

要

ミ

皇

巨

竜

明
る
い
選
挙
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
報
告
書
ま
と
ま
る

回収率は

92．5％

町　　報

昨
年
1
1
月
実
施
さ
れ
た
、
「
明
る
い
選
挙
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
集
計
が
ま
と
ま
り
、

こ
の
た
び
、
江
府
呵
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
門
日
直
理
会
長
）
か
ら
「
結
果
報
告

書
」
と
し
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
そ
の
内
容
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
結
果
報
告
書
」
は
全
2
2
ペ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
年
齢
別
の
内
訳
等
細
か
い
分
析
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
ガ
、
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
上
一
部
省
略
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
江
府
呵
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
事
務
局
（
役
場
内
）
ま
で
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

府江

1
、
調
査
の
目
的

こ
の
調
査
は
、
江
府
町
の
有
権

者
が
政
治
・
選
挙
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
を
問
題
を
感
じ
、
そ
れ
に
ど

ん
な
意
見
を
持
た
れ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
を
調
査
し
、
本
協
議
会

の
今
後
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て
の

資
料
と
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
あ
る
。

2
、
調
査
の
時
期

昭
和
6
3
年
1
1
月
5
日

～
昭
和
6
3
年
1
1
月
2
5
日

3
、
調
査
の
対
象

昭
和
6
3
年
9
月
1
日
現
在
江
府

町
選
挙
人
名
簿
登
録
者
（
三
、
七

八
九
人
）
　
よ
り
八
〇
〇
名
を
無
作

為
に
抽
出
。

4
、
調
査
の
方
法

無
記
名
の
質
問
用
紙
に
よ
り
実

施
し
、
質
問
の
形
式
は
一
部
自
由

記
述
を
含
む
が
ほ
と
ん
ど
選
択
方

式
を
採
用
し
た
。

調
査
表
は
、
回
答
用
の
封
筒
と

と
も
に
対
象
者
に
配
布
し
、
記
入

後
に
封
を
し
て
回
収
す
る
方
法
を

と
っ
た
。

5
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収

各
部
落
明
正
選
挙
推
進
委
貝
の

協
力
に
よ
り
配
布
・
回
収
し
た
。

6
、
回
収
数
・
回
収
率

配
布
数
　
八
〇
〇
枚

回
収
数
　
七
四
〇
枚

回
収
率
　
九
二
・
五
詫

7
、
回
答
者
の
年
齢
・
性
別

年　　 齢 20一別 25－29 30－ 35－39 40－49 50－59 60－69 70一 無 回答 計

男 24 30 26 26 47 92 83 42 1 371

女 2 5 4 1 25 21 4 1 74 65 57 1 350

無 回 答 0 1 0 2 1 4 1 1 1 11

白紙回答 － － － － － － － － 8 8

計 4 9 72 51 49 89 170 149 100 11 740
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間3．あなたの職業は？

業職
　
　
A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H

農

会

無

主

自

そ

公

単位：人

数　　値　比率

林　漁　業　　　24132．6％

社　員　等　　177　23．9％
職　　　10113．6％

婦　　　　75　10．1％

業
他
員

由
の
務

40　　5．4％

38　　5．1％

34　　4．6％

会社等経営者　　　21　2．8％

無　回　答　　　　9　1．2％
学　　　　生　　　　4　0．5％

間2．あなたの年齢は？

年齢　　　　単位：人

A　50～59歳

B　60－69歳

C　70歳以上

D　40～49歳

E　25～29歳

F　30～34歳

G　20～24歳

H　35～39歳

数　値　比率
170　23．0％

149　20．1％

10013．5％

8912．0％
72　9．7％

51　6．9％

49　6．6％
49　6．6％

無回　答　　　111．5％

間5．次のような選挙に関することで、明るい選挙推進の立

場から何を一番やめなければならないとおもいますか。

1．地区（部落）推薦　2．賄いの手伝い　3．陣中見舞
4．その他（

A　陣　中　見　舞

B　地　区　推　薦

C　賄いの手伝い

D　無　回　　答

そ　　の　　他

単位：人

数　値　比　率

246　33．2％

218　29．5％
156　21．1％

10113．6％

19　2．6％

間4．あなたは投票にあたって何を重くみて投票しますか7

1．政党　　2．政見　　3．人物　　4．親戚

5．地区の人だから　　6．会社や組織でおしているから

7．その他（

単位：人

1 政 党 2 政 党 3 人物 4 親 戚 5 地 区 6 会 叫 その 他 無 回 答

ロ 74 0人 中 161 1 2 7 4 2 2 2 1 4 4 2 5 3 1 5
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間7．あなたは、政治に関する知識や情報を

おもにどこから得られますか。

単位：人

数　値　比率

A　テレビラジオ　　　303　40．9％

B　新聞・雑誌　　　　25133．9％

C　県や町の広報　　　8711．8％

D　家族　　　　　　　23　3．1％

E　演説会　　　　　　22

無回答　　　　　　21

日常活動　　　　　11

団体活動　　　　　　9

％
　
％
　
％
　
％

1

　

8

　

5

　

2

3

　

2

　

1

　

　

1

友達　　　　　　　　7　0．9％

職場　　　　　　　　5　0．7％

その他　　　　　　1　0．1％

間6．一般の人が自由にできる選挙運動として、次のようなものがありま

すが、あなたが知っているものすべてに○をつけてください。

1．選挙運動員になること。　2．候補者にお金を寄付すること。
3．「選挙運動用はがき」を使用して推薦状を出すこと。
4．街頭演説などで応接演説をすること。
5．電話を使用して投票を依頼すること。
6．街頭等でたまたま出会った知人等に投票を依頼すること。

1 選挙運動 2　 寄　 付 3 は が き 4 応援演 説 5電 話依頼 6 街頭依頼

□ 7亜 人 中 4 08 97 42 3 4 08 454 36 3

間9．この協議会では、三ない運動の徹底を中心とした啓発運

動を行っておりますが、このことについてどう思います

か。

1．良いことだ　　2．つまらをいことだ

3．むだだからやめたほうが良い

A　良いことだ　　　　566　76．5％

B　無回答　　　　　　67　　9．1％

C　その他　　　　　　38　　5．1％

D　むだだから　　　　36　　4．9％

E　つまらない　　　　33　　4．5％

間8．この協議会では、明るく住みよい郷土づくりのために、
明るくきれいな選挙の呼びかけを機会を捉えては行って

きましたが、あなたは当協議会の存在について

1．よく知っている。　2．大体知っている　3．余り知らかい
4．全く知らない　5．その他（　　　　　　　　　）

単位：人

数　　値　　比率

A　大体知ってる　　　　277　37．4％

B　余り知らない　　　　254　34．3％

C　よく知ってる　　　12116．4％

D　全く知らをい　　　　70　　9．5％

無回答　　　　　　　17　　2．3％

その他　　　　　　　1　0．1％
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同日．今後、この協議会の啓発活動について何を

一書望みますか？

1．広報宣伝　　2．話し合い　　3．調査

4．政治講座・講演会　5．その他（　）

位単

　

数

人

値　　比率

A　広報宣伝　　　368　49．7％

B　講演会　　　　133　18．0％

C　話し合い　　　105　14．2％

D　無回答　　　　　68　9．2％

E　調査　　　　　　50　6．8％

その他　　　　16　　2．2％

間10．この協議会では、町執こ「選挙一口メモ」を掲

載しておりますが、このことについてどう患い

ますか。

1．良いことだ　　2．つまらをいことだ

3．むだだからやめたほうが良い

4．その他（

単位：人

数　　値　　比率

A　良いことだ　　　　632　85．4

B　無回答　　　　　　46　　6．2％

C　むだだから　　　　　23　　3．1％

D　つまらない　　　　　23　　3．1％

その他　　　　　　16　　2．2％

間12．その他ご意見ご感想をお聞かせください。

（20～24歳：男）

・来年の選挙を本当に明るい選挙にしてください。

（25～29歳：男）

・自分自身の町を良くしていこうとみをが考えてい

る。だれも悪くしようをどと思っていをい。あた

りまえのことだが、あたりまえにできていをい。

町民の団結など私には見えをい。

（30－34歳：男）

・明るい選挙を推進するために今後も頑張ってくだ

さい。

（35－39歳：男）

・機会を多くつくり啓発活動して下さい。

（40～49歳：男）

・広報、宣伝をどもう少しつつこんだ意見が聞きた

い。

（50～59歳：男）

・圧力や役職をもって選挙運動が行なわれているよ

うに思うが、そん射寺の苦情相談窓口になる協議

会になってほしい。

（60～69歳：男）

・“出たい人”より“出したい人”を．く／このために

は地区推薦、賄いの手伝い等はやめかすればそら

をいと思う。

（70歳～：男）

・ご苦労と思いますが徹底した明るい選挙の推進を

お願いします。

（20～24歳：女）

・括動をもっと活発にし、町内の人々に意識付ける。

（30～34歳：女）

・選挙前になると耳にしますこの会の名前も普段は

余り聞かれません。もっとこの名前を広く耳にす

るよう、我々も選挙時だけでなく常に関心を持ち

たいものですが、広報宣伝も力を入れていただけ

たちょいのではをいでしょうか。

（35～39歳：女）

・選挙運動期間中には良いことばかり言われるが、

当選してしまえばアッチムイテホイの人が多い。

これでは良い町づくりも無理なこと。またいい人

には言うことを聞き、そうでない人には何を言っ

ても耳を貸せてもらえない。

（50～59歳：女）

・明るい選挙はいかをるものであるか。学校教育の

段階でするもので、成人した人への啓発活動は有

権者のみでなく、むしろ、候補者に重点を置くべ

きだと思います。立候補者の明るい選挙への自覚

がかすれば、有権者が弱みにつけこむことに在る

と思います。

（60～69歳：女）

・選ぶ人はもちろん、選ばれる人の責任ある行動

を期待する。

（70歳～：女）
・農家が住みよい生活ができるようにして下さい。
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
Ⅰ

町　　報

チ
ロ
ル
の
里
を
訪
れ
る
観
光
客

の
み
や
げ
用
と
し
て
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン

の
ハ
ー
ト
型
の
ベ
ー
ス
に
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
少
女
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
写
真
）

国
民
宿
舎
山
荘
「
甘
酒
茶
屋
」

売
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

定
価
　
三
百
円

選
挙
●
ロ
メ
モ

ー
刷
有
権
者
－

団
会
議
H
の
選
挙
権
を
有
す
る

の
は
、
年
齢
満
二
十
年
以
上
の
日

本
国
民
で
あ
り
、
県
・
市
町
村
の

議
会
議
員
、
長
の
選
挙
権
は
、
年

齢
満
二
十
年
以
上
の
日
本
国
民
で

あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
同
一
県
内
又

は
同
一
市
町
村
に
引
き
続
き
三
ケ

月
以
上
住
所
を
有
し
、
欠
格
条
項

に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
。

実
際
に
選
挙
権
を
行
使
す
る
に

は
、
選
挙
当
日
に
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

江　　府

6
0
歳
以
上
の
人
も
国
民
年
金

Q
に
加
入
で
き
る
と
聞
き
ま
L

A
■
二
二
㍉
工

と
の
で
き
を
い
人
は
、
今
回
の
改

正
で
6
5
歳
に
在
る
ま
で
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
在
り
、

あ
と
わ
ず
か
の
加
入
期
間
（
5
年

以
内
）
が
あ
れ
ば
老
齢
基
礎
年
金

に
結
び
付
く
人
た
ち
に
救
い
の
手

が
さ
し
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

受
給
資
格
期
間
は
満
た
し
て
い
て

も
、
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
い
期

間
が
あ
っ
て
、
年
金
額
の
少
を
い

人
は
6
5
歳
に
在
る
ま
で
保
険
料
を

納
め
て
、
よ
り
多
い
年
金
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
額
が
満
額

に
在
っ
て
い
る
方
は
加
入
し
て
も

年
金
額
は
増
え
ま
せ
ん
）

国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

年
金
は
、
長
期
間
の
保
険
料
納

付
で
実
を
結
び
ま
す
が
、
加
入
し

て
い
て
も
保
険
料
を
未
納
し
て
い

た
た
め
、
不
幸
に
し
て
事
故
に
あ

っ
た
と
き
に
年
金
（
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
）
が
受
け
ら

れ
を
か
っ
た
り
、
六
十
五
歳
に
な

っ
て
も
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
を
く
な
っ
た
り
し
て
は
大
変
で

す
。若

い
と
き
に
は
、
老
後
の
こ
と

に
無
関
心
な
方
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
、

ま
わ
り
の
人
が
、
〝
み
ん
を
年
金

を
も
ら
っ
て
い
る
の
に
自
分
だ
け

も
ら
え
な
い
“
”
自
分
よ
り
高
い
年

金
を
も
ら
っ
て
い
る
“
で
は
悔
い

が
残
り
ま
す
。

現
在
の
保
険
料
の
月
額
は
、
七
、

七
〇
〇
円
で
す
が
四
月
か
ら
は
八
、

〇
〇
〇
円
に
在
り
ま
す
。

将
来
悔
い
を
残
さ
を
い
よ
う
、
若

い
と
き
か
ら
毎
月
の
保
険
料
は
忘

れ
ず
に
納
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑳
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江

日常生活に運動を
積極的にとりいれましょう

運動不足は肥満を招くだけでなく、
内臓機能の低下も促進させ、からだ

の抵抗力、免疫力を弱めます。

そこで、運動習慣を身につけ、体

力を維持することで、成人病につけ

いるスキを与えをい、健康をからだ

を保ちましょう。

181万歩を目標に、
積極的に歩きましょう。
歩くことは誰にでもできて、マイ

ペースを保てるうえ、足にかかる負

担も体重の1．1～1．2倍程度（ジョギ

ングの4分の1）で安全です。1日

最低20分以上、1万歩をめざして歩

きましょう。

㈱
東
京
法
規
出
版
発
行
”
健
康
な
る
ほ
ど
ク
イ
ズ
“
よ
り

口
民

事町府 平成元年2月28日発行＿

毎
日
ど
の
よ
う
に
過
し
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

今
年
は
、
雪
が
少
な
い
と
い
っ

て
も
寒
い
冬
の
こ
と
、
家
の
中
で

こ
た
つ
に
入
っ
て
、
テ
レ
ビ
を
み

た
り
、
編
物
を
し
た
り
、
近
所
の

人
が
寄
っ
て
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、

と
身
体
を
動
か
す
機
会
が
少
を
い

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
横
に
な
っ
て
も
で
き

る
簡
単
を
体
操
が
あ
り
ま
す
の
で

紹
介
し
ま
す
。

あ
を
た
も
是
非
実
行
し
て
み
て

下
さ
い
。

両手押し合い体操
どこでも、

いつでも、

無理なくできる

3分間健康体操

①胸の前で両手を合わせ、

両ひじが水平になるよう

にする

②数秒間、全力で押し合う

③①、②を2回繰り返す

ぐうたら足あげ体操
●肉体疲労の解矧こ

①右手をひじ枕にして床にごろ寝になり、 左足を連続

20回上下させる（このとき、左足と右足を接触させ

ない）。

②同様に、左手をひじ枕に、右足を連続20回行なう。

③赴、②を3分間で、数セット繰り返す。

両足数字書き

●腹筋を鍛えて、腰痛予防

①あお向けに寝て、両足をでき

るだけ床に対し垂直に上げる

②両足で空中に、で

きるだけ大きく数

字をl～20まで描

く。途中で、ひざを

曲げたり、両足を

床につけないこと。

第222号

▼
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
…
運
動
不
足
を
解
消
し
、
成
人
病
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
′
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四角形
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□
お
誕
生
お
め
で
と
う

下
蚊
屋
　
梅
田
浩
司
　
　
茂
長
男

洲
河
崎
　
影
山
真
理
　
和
稚
二
女

宮
の
前
　
土
井
垣
奈
津
実

史
朗
長
女

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

●
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本
四
住
田
米
太
郎
9

3
歳
ひ
さ
よ
宅

宮
市
原
米
田
り
つ
子
7
5
歳
誠
宅

助
沢
川
上
義
子
8
9
歳
勲
宅

新
二
福
田
庸
二
3
5
歳
操
子
宅

小
江
尾
長
尾
ち
か
8
9
歳
寛
史
宅

仁芸三三コ

1月中寄託分

袋
　
原
　
　
清
水
　
知
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
道
下
　
新
祐
　
殿

．
ぺ
ご
本
人
様
退
院
）

西
　
成
　
　
妹
尾
　
　
衛
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
沢
　
　
川
上
　
富
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
　
岡
田
　
篤
典
　
殿

（
二
男
洋
介
様
退
院
）

8
9
鳥
取
・
世
界
お
も
ち
ゃ
博
前
売
券
販
売
中

●
・○

前
売
入
場
券
の
特
典

仙
豪
華
景
品
の
あ
た
る
お
た
の
し
み

抽
選
付

は
購
入
時
の
区
分
（
年
齢
）
で
入
場

可
能

㈱
今
年
四
月
で
小
学
校
に
入
学
さ

れ
て
も
、
三
月
ま
で
に
購
入
す

れ
ば
幼
児
券
で
入
場
可
能
。

○
取
扱
場
所
　
役
場
総
務
課

※
お
求
め
は
お
早
め
に

区　 分 当日券 前売券

大　　　 人 1．800円 1 ．50 0円

高　 校　 生 1，200円 90 0円

小 ・中学生 900円 ．50 0円

幼　　　 児 400円 30 0円

大人は滴18歳以上、高校生は
高校生または18歳未満、幼児
は満3歳以上。

高
橋
　
竜
二

井
上
佐
由
里

岩
井
　
大
人

森
田
真
奈
美

藤
田
　
　
透

森
田
　
直
美

第222号

川
連
　
幹
夫

木
嶋
　
由
香

上
田
　
勝
馬

足
立
美
代
子

梅
木
　
正
司

川
上
　
真
書

大
阪
市
港
区

大
河
原
か
ら

京
都
市
上
京
区

貝
田
か
ら

江
尾

貝
田
か
ら

西
伯
郡
日
吉
津
村

富
市
か
ら

横
浜
市
旭
区

俣
野
か
ら

江
尾
か
ら

米
子
市

境
港
市

江
尾
か
ら

■
香
典
返
し
と
し
て

宮
市
原
　
　
米
田
　
　
誠
　
殿

（
母
り
つ
子
様
ご
逝
去
）

助
　
沢
　
　
川
上
　
　
勲
　
殿

（
母
義
子
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

武
　
庫
　
梅
林
　
春
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
・
川
　
南
波
　
吉
伸
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
高
野
キ
ヌ
コ
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

社
会
福
祉
法
人

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
二
月
末
累
計
額

二
、
四
七
九
、
八
二
五
円

2
、
一
月
中
寄
託
額

一
七
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
祝
一
三
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額
　
な
し

4
、
一
月
末
累
計
額

二
、
六
五
四
、
八
二
五
円

回
絹
圏

★
わ
が
国
に
は
、
主
治
医
と
か

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
い
っ
た
考

え
方
は
少
な
く
、
か
ぜ
ぐ
ら
い

で
も
つ
い
大
病
院
に
足
を
運
ん

で
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の
結

果
、
十
分
を
相
談
に
も
の
っ
て

も
ら
え
ず
、
人
づ
て
に
有
名
を

医
師
へ
の
紹
介
状
を
ね
だ
る
、

な
ど
と
い
う
こ
と
も
起
こ
っ
て

き
ま
す
。

★
し
か
し
、
治
療
だ
け
で
な
く
、

家
族
全
員
の
健
康
面
ま
で
、
を

に
か
と
め
ん
ど
う
を
見
て
く
れ

る
医
師
が
近
く
に
い
る
の
が
理

想
で
す
。
厚
生
省
で
も
、
現
在
、

日
常
の
健
康
管
理
や
健
康
相
談

を
担
当
す
る
「
家
庭
医
」
創
設

に
つ
い
て
検
討
し
始
め
て
い
ま

す
。
私
た
ち
患
者
側
も
、
病
気

と
い
え
ば
す
ぐ
大
病
院
に
頼
っ

た
り
せ
ず
、
信
頼
の
で
き
る
家

庭
医
を
ぜ
ひ
近
く
に
見
つ
け
る

努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
医

は
内
科
医
が
一
番
。
子
ど
も
が

い
る
家
庭
で
は
小
児
科
が
い
い

で
し
ょ
う
。
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